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廃棄物処理課に回収依頼

6月17日 晴れ

【目的地】蒲生

【参加者】「午前」浅井（陸上）、渋谷、古田、松永、遠藤 5名

「午後」 古田、木村、井坂、吉良、黒田、三池 6名

【回収したごみ】45Lゴミ袋5袋、流木1本、

工事用廃材（トタン：幅50cm×長さ2ｍ）加湿器 1台

【トピックス】6月27日に間宮さんが草加市役所の廃棄物処理課に海ごみの回収

依頼をしてもらい無事回収されていました、有難うございます。



「午前」

ベテラン・少人数であったため当初、長栄

を目的地としましたが、思いのほか水の

流れに抵抗感があり、カナディアンの操

船には負担が大きかったため、松永さん

の好判断により、目的地を蒲生の東武線

付近のスロープに変更しました。

梅雨の晴れ間の猛暑の中での活動でも

あったため、各人、状況判断をしながら密

にコミュニケーションを図りました。目的地

付近のファミリーレストランでの休憩した

際、モーニングの値上げと、5％割引券の

不所持が重なったため、若干の気落ちが

ありましたが、リバサポTシャツを着ていた

渋谷さんの顔パスで５％割引が適用され、

日頃の活動を市民の皆さんに評価してい

ただいていることを実感しました。これか

らも安全第一に、市民に愛される活動が

できるよう日々、努めていきます。

（遠藤記）「午後」

木陰で休憩、気持ちよかった。高齢者多く、乗り降りの安全対策必要。木

村さんのようながっつり補助が必要です。 午前の部と同じく、引き潮の影響

もあり、流れが速く、行きはカヌーを漕ぐことが大変だった。井坂さん(87)のこ

とが気になったが、木村さんをはじめ、皆さん気遣いがあり、安心して活動す

ることができた。のんびり蒲生を目指した。

（黒田記）


